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献
体

1 を

n道信
神リ
経た
外手
科術
gfト
並レ
ョ~ 1 
ら ニ
|ン

グ

1915年(大正4年)

は
じ
め
に

二
O
O
六
年
よ
り
昨
年
末
ま

で
に
、
千
葉
大
内
外
の
脳
神
経

外
科
医
と
医
学
生
の
有
志
を
対

象
に
、
献
体
を
使
っ
た
内
視
鏡

下
手
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
(
千
葉
神
経
内
視
鏡
ハ
ン
ズ

オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
)
を
開
催
し

た
。
二

O
O
七
年
と
二

O
O
八

年
に
は
、
学
内
の
医
師
を
対
象

に
顕
微
鋭
下
の
頭
遊
底
手
術
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
コ

l
ス
も
同
時
開

催
し
-FE

今
後
も
開
催
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
献
体
を
使
っ

た
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
期

待
す
る
も
の
と
問
題
点
を
提
示

す
る
。

手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ

l
ス
開

催
の
経
緯
、
目
的
、
結
果

手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ

l
ス

を
開
催
し
た
経
緯
を
述
べ
る
。

脳
神
経
外
科
手
術
法
の
目
覚

し
い
進
歩
は
、
過
去
三
十
年
間

の
C
T
ス
キ
ャ
ン
、

M
R
I
に

代
表
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

駆
使
し
た
画
像
技
術
の
進
歩

と
、
顕
微
鏡
下
の
手
術
法
と
周

辺
機
器
の
発
展
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
特
に
手
術
法
の
進

歩
は
、
一
般
の
脳
神
経
外
科
医

を
対
象
と
し
、
献
体
を
使
っ
た

講
習
会
が
国
内
外
の
各
地
で
行

わ
れ
、
手
術
操
作
法
を
習
得
し

手
術
解
剖
を
習
熟
す
る
地
道
な

努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

神

経

内

視

鏡

手

術

は

一
九
九

0
年
代
に
な
り
普
及
し

て
き
た
。
神
経
内
視
鏡
の
脳
神

経
外
科
領
域
へ
の
導
入
は
、
画

期
的
な
低
侵
襲
手
術
と
、
顕
微

鏡
で
観
察
し
づ
ら
い
部
分
の
直

視
下
の
操
作
を
可
能
に
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
歴
史
は
浅
く
、

安
全
な
手
術
法
と
し
て
普
及
す

る
に
は
、
本
手
術
法
に
特
有
な

器
具
の
開
発
と
手
術
手
技
の
習

得
が
必
須
で
あ
る
。

二
O
O
六
年
度
よ
り
、
学
会

立創

医

学

研

究

院

教

授

佐

伯

直

勝

の
主
導
の
も
と
、
神
経
内
視
鏡

の
技
術
認
定
制
度
が
始
動
し
だ

し
た
。
こ
れ
は
、
技
術
レ
ベ
ル

の
評
価
制
度
を
確
立
し
、
そ
の

向
上
が
強
く
社
会
か
ら
望
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
示
す
。

本
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の

目
指
す
も
の
は
、
神
経
内
視
鏡

下
手
術
を
低
侵
襲
で
よ
り
安
全

な
手
術
法
と
し
て
普
及
さ
せ
、

次
世
代
の
本
手
術
法
を
担
う
医

師
の
育
成
で
あ
る
。
一
日
日
は

下
垂
体
部
手
術
、
二
日
目
は
脳

室
内
操
作
、
血
腕
除
去
の
習
得

で
あ
る
。
一
年
目
、
二
年
目
と

も
各
二
十
五
人
あ
ま
り
の
参
加

者
が
あ
っ
た
。
献
体
で
は
、
廿

組
織
は
死
後
の
変
化
が
少
な

く
、
下
垂
体
部
・
頭
蓋
底
手
術

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
最
適

だ
。
一
方
、
出
血
し
な
い
こ
と
、

軟
部
組
織
や
粘
膜
は
萎
縮
・
硬

直
化
し
て
お
り
、
生
体
と
は
感

触
が
異
な
る
。

最
終
日
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
た
。
内
視
鏡
の
手
術
操
作

器
具
に
慣
れ
た
こ
と
、
手
術
解

剖
、
手
術
到
達
法
を
習
熟
し
た

こ
と
な
ど
、
参
加
者
の
八
割
の

方
か
ら
非
常
に
有
用
と
の
評
価

を
受
け
た
。

コ
ー
ス
開
催
条
件

献
体
を
使
っ
た
手
術
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
コ
!
ス
が
成
功
裏
に
開

催
さ
れ
る
に
は
、
以
下
の
五
項

目
の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
①
学
内
外
の
医

師
へ
の
手
術
教
育
に
対
す
る
解

剖
学
教
室
の
深
い
理
解
と
協
力

②
十
分
な
献
体
数
③
献
体
さ
れ

る
ご
本
人
や
ご
家
族
の
使
途
へ

の
理
解
と
同
意
④
内
視
鏡
、
顕

微
鏡
関
連
会
社
の
機
器
の
準
備

と
貸
借
料
金
を
含
め
た
協
力
体

制
⑤
関
連
各
部
署
(
全
体
を
過

し
て
医
局
の
仲
間
、
下
垂
体
部

で
の
耳
鼻
科
医
師
)
の
協
力
体

制。

コ
ー
ス
開
催
か
ら
期
待
す
る
も
の

こ
の
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

コ
l
ス
開
催
か
ら
期
待
す
る
も

の
は
以
下
の
三
項
目
で
あ
る
。

①
平
成
十
六
年
度
よ
り
初
期

研
修
制
度
が
必
須
化
さ
れ
、
大

学
以
外
に
初
期
・
後
期
研
修
医

教
育
認
定
施
設
が
増
設
さ
れ
た

形
と
な
っ
た
。
初
期
研
修
医
の

み
な
ら
ず
、
専
門
医
を
目
指
す

後
期
研
修
医
の
大
学
離
れ
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
教
育
・
研
究

を
目
的
と
し
た
献
体
の
利
用
は

大
学
に
の
み
に
許
さ
れ
た
特
権

で
あ
る
。
大
学
の
み
が
こ
の
素

晴
ら
し
い
教
材
を
所
有
し
、
そ

れ
を
使
っ
た
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
を
施
行
し
う
る
。
若

い
医
師
や
学
生
に
、
大
学
が
こ

う
し
た
優
れ
た
特
徴
を
有
す
る

教
育
施
設
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
も
ら
い
た
い
。

②
事
前
に
学
内
の
掲
示
板
に

今
初
期
研
修
医
、
学
生
の
無
料

見
学
歓
迎
φ

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
掲
示
し
た
。
数
名
の
参
加
者

が
あ
り
向
い
興
味
を
示
し
た
。

彼
ら
自
身
と
周
囲
の
仲
間
に
千

葉
大
の
脳
神
経
外
科
学
教
室

は
、
研
修
医
や
学
生
に
教
育
熱

心
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え

れ
ば
成
功
で
あ
る
。

③
二
日
間
を
通
じ
て
若
い
医

局
貝
が
他
大
学
の
人
た
ち
と
歓

談
・
交
流
す
る
機
会
が
あ
っ

た
c

若
い
医
師
に
と
り
知
己
が

増
え
て
い
く
こ
と
は
、
大
き
な

財
産
と
な
る
。

献
体
利
用
の
問
題
点

現
時
点
の
問
題
点
に
は
二
項

目
あ
る
。

①
未
知
の
感
染
疾
患
が
潜
在

す
る
可
能
性

②
医
師
の
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
献
体
を
使
え
る
か
ど
う
か

の
法
的
根
拠
。

法
律
問
題
に
関
し
て
、
最
近

マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
読
売
新
聞
二

O
O
七

年
九
月
の
掲
載
記
事
か
ら
抜
粋

し
た

φ

ま
と
め
。
を
記
載
す
る
。

日
本
で
は
医
師
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
献
体
を
使
う
こ
と

が
法
律
上
、
認
め
ら
れ
る
か

ど
う
か
、
実
は
暖
昧
で
あ

る
。
遺
体
を
傷
つ
け
る
こ
と

は
、
刑
法
の
死
体
損
壊
罪
で

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
死
体
解
剖
保
存
法
は
、

医
学
生
が
献
体
を
使
う
解
剖

実
習
な
ど
の
「
正
常
解
剖
」
、

死
因
な
ど
を
調
べ
る
た
め

の
「
病
理
解
剖
」
に
つ
い
て

は
認
め
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
は
二

O
O
七
年
八
月
、
献

体
を
使
っ
た
医
師
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
「
(
法
律

が
認
め
る
)
正
常
解
剖
、
病

理
解
剖
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
」
と
し
た
。
厚
労
省

と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
医
師

の
研
修
を
正
常
解
剖
と
認
め

る
、
社
会
的
な
合
意
が
必
要

と
い
う
立
場
だ
。
欧
米
で

は
、
医
学
の
発
展
の
た
め
に

献
体
を
使
う
こ
と
に
規
制
は

な
く
、
医
師
の
手
術
研
修
は

普
及
し
て
い
る
。
正
常
解
剖

に
何
を
含
め
る
か
は
行
政
解

釈
」
と
い
う
見
解
も
あ
る
。

厚
労
省
は
、
医
師
の
研
修
の

必
要
性
、
そ
れ
が
正
常
解
剖

と
解
釈
が
で
き
る
か
、
あ
る

い
は
法
的
枠
組
み
が
必
要
か

を
検
討
す
る
た
め
、
日
本
外

科
学
会
な
ど
関
係
学
会
の
窓

見
を
聞
い
て
い
る
。

ま
と
め

手
術
の
安
全
性
と
確
実
性
を

確
保
す
る
た
め
、
脳
神
経
外
科

医
が
手
術
の
腕
を
府
き
、
思
者

を
実
験
台
に
し
な
い
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
は
重
要
だ
。
私
た

ち
は
そ
の
一
つ
の
解
決
策
が
、

献
体
を
利
用
し
た
手
術
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
あ
る
と
考
え
る
。
献

体
の
利
用
に
法
的
な
枠
組
み
が

必
要
で
あ
れ
ば
、
行
政
に
は
そ

れ
を
早
め
に
確
立
し
て
欲
し

い
。
医
療
不
信
を
な
く
す
大
切

な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
献
体
を
使
っ
た

手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
有
用
で

あ
り
、
そ
れ
を
実
施
で
き
る
環

境
に
い
る
こ
と
を
非
常
に
有
難

い
と
感
じ
て
い
る
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
コ
!
ス
を
開
催
し
若
い
医

師
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
、

社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
と
信
じ

る
。
今
後
と
も
、
千
葉
大
学
脳

神
経
外
科
学
は
、
そ
れ
を
実
行

で
き
る
よ
う
に
環
境
整
備
に
努

め
て
行
き
た
い
。

最
近
に
な
り
、
解
剖
学
教
室

の
ご
理
解
、
協
力
を
得
て
他
の

外
科
系
で
も
、
献
体
を
使
用
し

た
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
尊
重

す
る
考
え
方
が
支
持
さ
れ
、
具
、

体
的
に
そ
の
準
備
が
進
ん
で
い

る
と
聞
く
。
大
い
に
賛
成
し
、

実
現
に
向
け
応
援
し
た
い
。

新
た
な
出
発
の
と
き

薬

学

研

究

院

教

授

西

国

篤

司

千
葉
大
学
大
学
院
薬
学
研
究

院
は
明
治
二
十
三
年
七
月
第
一

高
等
中
学
校
築
学
科
と
し
て
発

足
以
来
、
第
一
高
等
学
校
医
学

部
築
学
科
(
明
二
十
七
・
九
)
、

千
葉
医
学
専
門
学
校
薬
学
科

(
明
三
十
四
・
四
)
、
千
葉
医
科

大
学
附
幅
薬
学
専
門
部
(
大

十
二
・
凹
)
、
千
葉
大
学
薬
学
部

(
昭
二
十
四
・
五
)
と
変
選
を
重

ね
、
平
成
十
三
年
に
は
大
学
院

組
織
を
改
組
し
大
学
院
医
学
薬

学
府
と
大
学
院
薬
学
研
究
院
が

設
位
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
古
い
校
舎
の
写
真
は
石

井
伊
都
子
准
教
授
が
ま
と
め
ら

れ
日
本
薬
学
会
機
関
誌
7
7
ル

マ
シ
ア
二

O
一
O
年
二
月
号
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

興
味
の
在
る
方
は
是
非
ご
覧
下

さ
い
。
こ
の
間
、
薬
学
部
は
昭

和
四
十
一
年
に
亥
鼻
地
区
よ
り

西
千
葉
地
区
へ
移
転
し
ま
し
た

が
、
大
学
院
医
学
薬
学
府
の
発

足
に
伴
い
、
医
学
部
と
の
研

究
・
教
育
に
お
け
る
連
携
を
深

め
る
た
め
平
成
十
六
年
四
月
に

は
亥
鼻
地
区
に
医
薬
系
総
合
研

究
棟
が
建
設
さ
れ
西
千
葉
地
区

よ
り
医
療
系
・
生
物
系
十
二
研

究
室
が
移
転
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
残
り
の
研
究
室
の
移
転
を

実
現
す
る
べ
く
二
期
棟
建
築
予

算
を
申
請
し
て
は
お
り
ま
し
た

が
経
済
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
全

研
究
室
の
移
転
は
実
現
せ
ず
、

亥
鼻
・
西
千
葉
の
分
裂
学
部
と

し
て
研
究
・
教
育
を
行
わ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
ま
で
五
年
以
上
に
わ
た
り
、

学
生
・
教
員
と
も
に
亥
鼻
・
西

千
葉
地
区
を
頻
繁
に
行
き
来
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
移
動
の
際

の
事
故
な
ど
も
心
配
の
一
つ
で

し
た
。
ま
た
、
西
千
葉
地
区
の

建
物
は
老
朽
化
の
一
途
を
た
ど

り
耐
震
補
強
や
部
分
的
な
修
復

を
行
い
な
が
ら
も
、
亥
鼻
医
薬

系
総
合
研
究
棟
と
の
教
育
環
境

の
格
差
は
広
が
り
学
生
か
ら
も

い
つ
新
し
い
建
物
に
移
れ
る
の

か
不
満
の
声
も
多
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
成
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
よ
う
や
く
念
願
の

医
薬
総
合
研
究
棟
二
期
棟
(
仮

称
)
の
建
築
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
亥
鼻
地
区
グ
ラ
ン
ド

に
面
す
る
建
築
予
定
地
の
遺
跡

調
査
を
行
っ
て
お
り
予
定
で
は

平
成
二
十
三
年
三
月
に
は
完
成

し
、
遂
に
す
べ
て
の
薬
学
研
究

院
の
研
究
室
の
移
転
が
完
了
す

る
述
、
び
で
す
。
そ
の
閥
、
亥
鼻

地
区
の
皆
様
に
は
工
事
車
両
の

通
過
、
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を

御
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

平
成
十
八
年
に
導
入
さ
れ
ま

し
た
薬
学
六
年
制
も
最
上
級
生

が
五
年
生
と
な
り
、
長
期
病

院
・
薬
局
実
習
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
新
し
い
医
療
の
確
立
の

た
め
に
今
一
層
、
医
・
薬
・
看

の
述
携
が
必
要
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
度

は
薬
学
部
開
設
百
二
十
周
年
に

あ
た
り
記
念
事
業
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
薬
学
百
二
十
年
の

歴
史
は
人
の
歴
史
で
あ
り
ま

す
。
先
人
達
の
努
力
を
踏
ま

え
、
亥
鼻
地
区
で
新
た
な
薬
学

研
究
院
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
薬
学
部
の
歴
史
の

中
で
亥
鼻
奨
学
会
か
ら
は
研

究
・
教
育
の
た
め
に
多
大
な
ご

支
援
を
戴
い
て
参
り
ま
し
た
。

大
変
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
薬
学
研
究
院
と
し
て
更
に

し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。



2010年5月1日 猪 之鼻奨学会報

平成21年度事業報告
自 平成21年4月1日至平成22年3月31日

財団法人猪之鼻奨学会

1 .事業の状況
(1 )研究補助金 (120万円 )の 助成 内訳 各30万円 4件

医学研究院から 3名の推薦、薬学研究院から 1名の推薦があった。

交付研究 者 所 属 職 名 研 究 題

赤津 宏

日

平成4年
大学院 特任講師

アンジオテンシン E受容体を介

東京大学医学部卒業
医学研究院 (医学博士)

するメカニカルストレス応答機

土 地実礼

榔の解明

平成12年
大学院 助教

共分散構造分析によるメタポ

千葉大学医学部卒業
医学研究院 (医学博士)

リック症候群へのアデイポカイ

朝比奈正人

ン関与の解明と有用性の評価

昭和62年
医学部 講師 J'¥ーキンソン病の病変は本当に

滋賀医科大学卒業
附属病院 (医学博士) ¥q自律神経から始まるのか?

藤 野裕道平成9年 大学院准教授 インドメタシンの新たな抗摘機

北海道大学大学院薬学研究科修了 I薬学研究院 (薬学博士) 構の解明:シクロオキシゲナー
ゼ阻害非依存的作用の探求

(2) 奨学金貸与希望 者なし

(3) 学術奨励金15万円の助成

0千葉医学会(学会誌論文掲載料) 10万円

。薬学研究院(学会誌論文掲載料) 5万円

(4) 卒後・生涯教育助成金の交付 20万円

0医学部附属病院 周産期母性科に10万円 O薬友会教育セミナーに10万円

(5) 薬草園の霊備管理 10万円

(6) 猪之鼻奨学会会報の発行 13，500部発行
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寄附のお願い
財団法人絹之鼻奨学会は多くの方々の静意の

寄附金により奨学事業を実施しています。

しかしながら近年、寄附金額が減少し財政鐙

となっております。何卒皆様方からのご支援と

ご協力を叫りたくお願い申し上げます。

一口5刈)()円ですが、ご都合に応じ何日でも

結構でございます。

r，iJ封の郵便振答用紙にてお振込み下さい。

財団法人絹之鼻奨学会理事・訴議日一同

収 支 計 算 書

自 平 成21年4月1日 至平成22年3月31日

1.収入の部 2.支出の部 (単位:円)

勘定科目 予 算 額 決 算 額 差 異 勘定科目 差 異

1.収入の部 s.支出の部
1.事 業 費

1.基本財産運用収入 研 究 の 助 1虞
( 1 ) 研 究 補 助 金 1，200，000 1，200，000 。

基本財産利息 収入 530，000 621，900 ム 91，900 (2) 学術奨励金 150，000 150，町泊 o 
事 業 収 入 200，0∞ o 200，∞o (3) 卒後・生涯教育助成金 2∞，αm 200，0∞ 。

奨学貸費金 300，0∞ o 3∞，剖)()
事業費合計 1，850，000 1，550，000 300，000 

1.1叩 11

2. 管 理 費
2.寄 付 (1)給 科 800，0∞ 783，936 16，侃4

寄 付 金収入 (2) 旅 Z崎 5，0∞ O 5，000 
(3) 手当 謝金 5，0∞ o 5，000 
(4) 事務備品質 20，αm o 20，0∞ 
(5) 消 耗 "E" Z 費 10，αm 24，511 ム 14，511 3. 雑 日又 入 (6) 印 届。 質 150，000 150，675 ム 675 

11: 取 手。 ，息 10，000 14，235 ζ込 4，235 (7) 光 熱 水 学十 o o o 
(8) 貨 1fT 不ト o o o 

財 産 使 用 科 o 9，840 ム 9，840 (9) 通信迎搬費 10，000 12，600 ζ込 2，6∞ 
(刷会 誠 費 15，000 10，732 4，268 
(11) 記 念 UEU Z 費 o O 。

2剛剛 1"2川醐11

(12)薬草岡整備費 100，∞o 1∞，0∞ o 
(13) 雑 費 40，000 44，790 ζ込 4，790 

特定預金取崩し収入 (14) ホームページ関連費 40，000 o 40，0∞ 
管理費合計 1，195，0∞ 1，127，244 67，756 

3. 基本財産国債価格調整支出 O 30，8∞ ム 30，8∞ 
当期収入合計(八) 2，740，000 3，465，975 .d. 725，975 4. 研究助成基金預金支出 o 1，000，000 ム 1，000，000

5. 予 制B 費 100.000 o 100.000 
前期繰越収支 差額 740，∞o 713，148 26，852 当期支出合計 (C) 3.145.0∞ 3.708.044 ム 563.044
メ口』 高十 (B) 3，480，000 4，179，123 ム 699，123

当期収支差額(A)-(C) ム 405.000ム 242，069ム 162.931
次期繰越収支差額(8)ー(C) 335.000 471.079 ム 136.079

桜
の
季
節
が
終
わ
り
、
春
風

の
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
新
入
生
を
迎
え
た
亥
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
が
一
年
で
最
も
華

や
い
で
い
る
時
の
よ
う
に
思
い

ま
す
。
大
学
病
院
も
に
し
棟
の

改
修
・
移
転
が
終
わ
り
、
ひ
が

し
棟
と
合
わ
せ
て
ふ
た
つ
の
病

棟
で
診
療
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
患
者
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
は

格
段
に
向
上
し
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
本
号
に
西
国
篤
司
教
授

が
脅
か
れ
て
お
ら
れ
る
如
く
、

待
ち
に
待
っ
た
医
薬
総
合
研
究

棟
二
期
棟
の
建
設
も
始
ま
る
よ

う
で
、
完
成
す
れ
ば
薬
学
研
究

院
の
研
究
室
が
す
べ
て
亥
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
る
こ
と
に
な

り
、
医
学
部
研
究
院
と
築
学
研

究
院
と
の
連
携
も
更
に
深
ま
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
経
済
も
リ
l
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
少
し
ず
つ
回
復
基
調
に

あ
る
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
低
金

利
政
策
が
続
い
て
お
り
、
猪
之

鼻
奨
尚
子
会
を
取
り
巻
く
状
況
は

相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
本
奨
学
会
は
大
正
天

皇
の
即
位
を
記
念
し
て
作
ら
れ

た
と
い
う
長
い
伝
統
の
あ
る
組

織
で
す
。
学
生
へ
の
奨
学
金
貸

与
と
研
究
補
助
と
い
う
大
切
な

活
動
を
続
け
て
い
く
上
で
も
、

ぜ
ひ
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

(
服
部
孝
道
(
会
長
)
)

一
割
劉
一
割
割


